
数字で見る被災地
①がれき処理状況
②県外避難者数（７月５日との比較）

震
災
当
日
の
行
動
を
分
析

避
難
支
援
者
へ
の
調
査
結
果
ま
と
ま
る

福
島
県
で
は
防
災
緑
地
に
65
億
円

害
を
防
止
す
る
た
め
、
全
袋

検
査
を
行
う
。
今
回
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
、
福
島
の
農

業
再
生
に
弾
み
が
つ
い
た
か

た
ち
だ
。

　

原
発
事
故
か
ら
２
度
目
の

収
穫
期
を
迎
え
、
福
島
県
の

農
業
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
は
、
検
査
の
拡
充
に
と
ど

岩手県
①７４．２万トン
 （１８．８％）

②１６０５人
 （＋４６人）

宮城県
① ３０５．８万トン
 （２５．５％）
②８４２０人
 （＋１７人）
福島県
① ２６．７万トン
 （１２．３％）
② ６０８７８人
 （－６７０人）

※①７月３１日現在、環境省　②８月２日
現在、復興庁

　

８
月
17
日
、
内
閣
官
房
東
日
本
大
震
災
対
応
総
括
室
と
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
は
、
避

難
支
援
者
に
対
し
て
行
っ
た
地
震
・
津
波
避
難
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
速
報

と
し
て
発
表
し
た
。
調
査
結
果
で
は
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
に
お
け
る
沿
岸
部
の

市
町
村
・
民
間
事
業
者
・
病
院
な
ど
の
震
災
当
日
の
行
動
や
課
題
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

わ
か
り
や
す
い
情
報
の
伝
達
が
課
題

避
難
計
画
の
見
直
し
に
活
用
を

　

福
島
県
二
本
松
市
で
８

月
25
日
、
２
０
１
２
年
産

の
米
の
全
量
検
査
が
始

ま
っ
た
。
今
回
対
象
と

な
っ
た
早
場
米
「
五
百

川
」
14
袋
か
ら
は
１
キ
ロ

グ
ラ
ム
あ
た
り
１
０
０
ベ

ク
レ
ル
の
基
準
値
を
超
え

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

二
本
松
市
は
、
原
発
か

ら
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内

に
市
内
の
大
部
分
が
含
ま

　

復
興
庁
は
８
月
24
日
、
３
回

目
と
な
る
被
災
自
治
体
へ
の
復

興
交
付
金
配
分
額
を
発
表
し
た
。

交
付
可
能
額
の
総
額
は
、
９
道

県
の
56
市
町
村
に
対
し
て
事
業

費
ベ
ー
ス
で
１
千
８
０
６
億
円

（
国
費
ベ
ー
ス
１
千
４
３
４
億

円
）。

　

事
業
別
の
配
分
額
で
は
、
防

災
集
団
移
転
促
進
事
業
５
９
２

億
円
や
災
害
公
営
住
宅
整
備
事

業
２
３
９
億
円
な
ど
の
住
ま
い

関
連
の
事
業
、
水
産
・
漁
港
関

連
施
設
整
備
事
業
４
５
０
億
円

な
ど
。
福
島
県
で
は
、
海
岸
堤

防
と
あ
わ
せ
沿
岸
部
に
緑
地
帯

を
設
け
て
津
波
対
策
と
す
る
防

災
緑
地
整
備
事
業
に
65
億
円
が

配
分
さ
れ
た
。

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
な

れ
、
空
間
線
量
の
比
較
的

高
い
原
発
の
北
西
部
に
位

置
し
て
い
る
。

　

福
島
県
で
は
昨
年
、
県

が
安
全
宣
言
を
発
表
し
た

後
に
当
時
の
基
準
値
を
超

え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

検
出
さ
れ
て
問
題
と
な
っ

た
。
今
年
は
、
消
費
者
に

安
全
性
を
保
証
し
風
評
被

ど
に
お
け
る
来
年
度
予
算
の
前

倒
し
配
分
の
結
果
、
第
２
回
に

引
き
続
い
て
自
治
体
か
ら
の
当

初
申
請
額
を
上
回
る
形
と
な
り
、

各
自
治
体
か
ら
は
概
ね
歓
迎
の

声
が
あ
が
っ
た
。
次
回
第
４
回

の
申
請
は
、
10
月
中
旬
ま
で
に

行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ら
な
い
。
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
を
吸
着
す
る
新
素
材
の
開

発
や
、
農
地
の
除
染
方
法
の

研
究
な
ど
の
科
学
的
に
農
地

を
再
生
さ
せ
て
営
農
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
試
み
、
ま
た
、

バ
イ
オ
燃
料
作
物
を
栽
培
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
転
換

さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

も
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
福

島
の
農
業
復
活
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

︻
関
連
記
事
４
・
５
面
特
集
へ
︼

放射性セシウムは検出されず

第
３
回
復
興
交
付
金
１
８
０
６
億
円

こ
れ
ま
で
に
津
波
警
報
が
出
て

い
な
が
ら
実
際
に
は
津
波
が
到

来
し
な
か
っ
た
経
験
か
ら
主
体

的
な
避
難
が
行
え
な
か
っ
た
、

と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
津
波

警
報
の
精
度
向
上
、
防
災
教
育

の
徹
底
や
個
人
の
判
断
能
力
を

高
め
る
こ
と
が
課
題
だ
。

　

情
報
の
入
手
・
伝
達
に
関
し
て

は
、
停
電
に
よ
る
情
報
源
の
喪
失

に
加
え
、
テ
レ
ビ
等
の
情
報
で
は

対
象
が
広
域
で
あ
る
た
め
地
域

の
情
報
が
入
手
困
難
で
あ
る
、

　

今
回
発
表
さ
れ
た
調
査
結
果
は
、

避
難
支
援
者
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
ま
と
め
た
も
の
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
各
県
の
沿

岸
部
に
あ
る
地
方
公
共
団
体
、
病

院
、
保
育
所
、
社
会
福
祉
施
設
、

宿
泊
施
設
な
ど
約
５
５
０
の
避
難

支
援
者
を
訪
問
し
、
震
災
当
日
の

行
動
、
情
報
の
入
手
・
伝
達
手
段
、

避
難
誘
導
方
法
に
つ
い
て
聞
き
取

り
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　

避
難
行
動
に
関
し
て
は
、
２
０

１
０
年
の
チ
リ
津
波
や
訓
練
の
経

験
か
ら
適
切
に
非
難
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
一
方
、

報
道
さ
れ
る
具
体
的
な
数
字
の

解
釈
が
で
き
ず
取
る
べ
き
対
策
が

不
明
で
あ
る
、
非
常
時
の
た
め
パ

ス
ワ
ー
ド
の
入
力
等
の
作
業
が
行

え
ず
情
報
源
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
、
な
ど
の
課
題
が
示
さ
れ
た
。

対
策
と
し
て
、
今
後
は
非
常
用

電 

源
を
整
備
し
、
緊
迫
感
の
あ

る
端
的
な
情
報
を
地
域
ご
と
に

周
知
す
べ
き
と
し
た
。

　

平
野
復
興
相
は
会
見
で
、
今

回
の
調
査
は
各
避
難
支
援
者
が

地
震
発
生
か
ら
津
波
到
来
ま
で

の
期
間
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
っ
た
か
と
い
う
点
に
力
点
が

あ
る
と
強
調
。
特
に
、
病
院
の

例
を
挙
げ
て
「
毎
年
の
訓
練
で

は
医
療
を
提
供
し
て
助
け
る
側

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今

回
は
逃
げ
る
側
に
立
た
さ
れ
て

し
ま
っ
た
」
と
、
地
震
発
生
直

後
の
避
難
計
画
見
直
し
の
必
要

性
を
述
べ
た
。

　

調
査
は
、
避
難
支
援
者
に
対

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
ほ
か

に
も
、
沿
岸
市
町
村
の
住
民
１

万
人
を
対
象
と
し
た
調
査
や
、

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
地

域
の
住
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
な
ど
計
４
つ

行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ

れ
ら
の
結
果
を
総
括
し
て
、
記

録
と
し
て
残
す
と
同
時
に
今
後

の
対
策
を
立
て
る
際
に
活
用
す

る
方
針
だ
。

福
島
県
12
年
産
米
全
量
検
査
始
ま
る

課題 対策

主体的な
避難

情報の
伝達

避難方法
・

避難計画

堤防があり、ハザードマップで
も浸水地域になっていなかった
ため、津波は来ないだろうと
思っていた（工場）

情報入手手段が防災 FAX だけ
だった（市町村）

情報不足により、顧客に避難を
求めても避難してくれなかった
（事務所）

動けない患者が半数。避難方法
も避難場所も考えつかない（病
院）

細かいマニュアルではなく大き
な方針だけを決めておいて、あ
とは各長の役割、判断基準を決
めておくことの方が大事（病院）

行政から緊迫感のある情報が
なかったため、津波を目視して
から避難する人もいた（事務所）

防災無線で「どの方向に逃げる
な」等の情報が欲しかった（事
務所）

施設を津波が絶対に来ない場
所に建設する（社会福祉施設）

従業員を帰宅させるタイミング
についての判断基準やルールの
再考が必要

歩けない小さな園児がいるた
め自動車で避難した（保育所）

避難支援者から挙がった声の例

岩手県 宮城県 福島県 その他 合計

事
業
費

594.3

県別の交付可能額

1020.7 182.1 8.8 1805.9

国
費 485.8 804.3 137.7 6.8 1434.6

（単位：億円）
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住
民
向
け
個
別
訪
問
の
必
要
性
　

政策
宮城県５市町、連携会議を発足
宮城県沿岸の５市町で、共通課
題の解決にあたる連携会議が発
足した。石巻市、気仙沼市、東
松島市、女川町、南三陸町が参
加する。

宮城県、医療費減免を検討
宮城県は、医療費において１０月
以降国の補助から外れる自治体
に対し、減免費用の最大８割を
県費で賄う支援を検討する。

産業復興
気仙沼市、ＢＲＴ暫定運行開始
宮城県気仙沼市で、ＪＲ東日本
はＢＲＴの暫定運行を開始した。
年内に本格運行を予定し、気仙
沼線不通区間の約６割を専用道
とする方針。

宮城県、３港湾統合を申請
宮城県は７日、仙台塩釜、石巻、
東松島の県内３港湾の統合を国
へ申請した。早ければ今月中に
国から承認される見通し。

南相馬市、仮設宿泊施設が誕生
仮宿泊施設「ホテル叶や」が、
福島県南相馬市に誕生した。運
営期間は５年で復旧作業員の宿
泊を想定し、利用者は男性に限
定する。

生活・まちづくり
宮城県、みなし仮設を１年延長へ
宮城県は、みなし仮設の契約期
間を１年延長する方針を固め、県
内２万３０００戸に対し、今月下
旬から契約更新作業を開始する。
 
宮城県内１５地区が集団移転
宮城県の南三陸町８地区、石巻
市４地区、七ヶ浜町３地区の集
団移転事業が、国から認可さ
れた。

漁業
相馬双葉漁協、１０種へ拡大
福島県漁協は、相馬双葉漁協が、
試験操業の対象を現在の３種か
ら１０種へ拡大することを認定し
た。正式決定後、９月から実施
する。

原発・放射能
富岡町民、５割が「帰りたい」
福島県富岡町が町民を対象に実
施した調査で、将来的に帰還を
希望する町民は、帰還を希望し
ない人を上回り、５割にのぼる結
果となった。

環境相、森林除染方針を見直し
細野環境相は、福島県知事など
の要望を受け、環境省が森林除
染を不要とした方針案の見直し
を表明した。今月下旬に協議の
場を設ける。

中間貯蔵候補地１２箇所を提示
環境相は、福島県に対し中間貯
蔵施設の調査候補地を示し、協
力を求めた。調査地には大熊、
双葉、楢葉町内の１２箇所が提
示された。

浪江町、放射線管理手帳を発送
全町民が避難している浪江町は、
独自に作成した放射線健康管理
手帳の発送を開始した。全町民
２万１０００人に送付される。

その他
岩手県、埼玉県とがれき協定締結
岩手県は、がれき処理に関して
埼玉県と協定を締結。２０１４年
３月末までを有効期間とし、基
準を決めて木くずを処理する。

東北に特化した求人サイトが開始
人材会社アイ・アム＆インターワー
クスが、スマートフォンでも閲覧
できる東北に特化した求人サイト

「宮城求人ネット」を開設した。

各
指
標
で
進
捗
も

人
口
流
出
進
む

岩
手
県 

復
興

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
発
表

８月１２日～８月２３日

　

岩
手
県
は
、
復
興
の
進
捗

状
況
を
数
値
で
表
し
た
「
い

わ
て
復
興
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
報

告
書
」
を
発
表
し
た
。

　

今
年
５
月
の
前
回
発
表
に

続
い
て
今
回
で
３
回
目
。
が

れ
き
処
理
の
進
捗
や
医
療
・

教
育
機
関
の
復
旧
、
漁
業
関

連
の
指
標
で
前
回
よ
り
改
善

が
見
ら
れ
た
一
方
、
農
地
復

旧
は
対
復
旧
対
象
農
地
で
も

依
然
15
％
を
下
回
り
低
迷
し

た
。
沿
岸
12
市
町
村
の
人
口

数
は
震
災
前
比
１
万
６
３
２

７
人
減
と
な
り
、
前
回
よ
り

人
口
流
出
が
進
ん
だ
。
県
は

今
後
も
３
ヵ
月
ご
と
に
同
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
を
発
表
し
て
い
く
。

Ｑ
陸
前
高
田
で
展
開
す
る
植

物
工
場
が
特
区
事
業
に
指
定

さ
れ
て
い
る

　

特
区
制
度
を
は
じ
め
と
し

た
国
の
補
助
は
、
進
出
事
業

者
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

で
す
。
た
だ
し
重
要
な
の
は
、

一
過
性
の
も
の
に
せ
ず
、

将
来
に
渡
っ
て
地
域

に
貢
献
で
き
る
産
業

に
育
て
て
い
く
こ
と
。

　

陸
前
高
田
市
で
は
、

近
隣
エ
リ
ア
に
県
や

市
の
農
業
施
設
が
あ
り
、
他

の
事
業
者
の
進
出
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
全
体

を
大
規
模
な
園
芸
団
地
と
し

て
育
て
て
い
く
構
想
も
あ
り

ま
す
。
民
間
の
進
出
は
我
々

が
先
陣
を
切
っ
た
形
で
す
が
、

次
の
打
ち
手
を
行
政
や
民
間

に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
東
北
に
お
け
る
先
端
農
業

の
意
義
は
ど
う
考
え
る
か
？

　

日
本
の
農
業
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
特
に

高
齢
化
と
後
継
者
流
出
に
よ

る
担
い
手
不
足
は
深
刻
で
す
。

農
業
を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ

る
こ
と
は
国
と
し
て
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

解
決
の
た
め
に
は
、
技
術

開
発
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
生

産
性
を
高
め
つ
つ
、
気
候
な

ど
に
左
右
さ
れ
な
い
環
境
を

整
え
る
。
特
に
自
然
環
境
は

刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、
人

間
は
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
対
応

し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
我
々
の
工
場
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
環
境
を
制
御

し
な
が
ら
、
10
期
作
以
上
を

実
現
し
ま
す
。
ド
ー
ム
ご
と

中
国
へ
輸
出
す
る
話
も
あ
り
、

先
端
農
業
モ
デ
ル
を
輸
出
産

業
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

先
端
農
業
の
モ
デ
ル
と
な
り

東
北
か
ら
輸
出
産
業
を
育
て
る

　

東
北
地
方
の
農
業
は
津
波

に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
も

と
も
と
の
農
業
比
率
が
高
い

地
域
で
、
日
本
の
農
業
再
生

の
た
め
の
重
要
な
地
域
で
す
。

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
し
い
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
り
あ
げ
、
東
北
を

食
料
基
地
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
雇
用
効
果
は
ど
れ
ほ
ど
あ

る
の
か
？ 

　

現
在
８
つ
の
ド
ー
ム
型
植

物
工
場
で
レ
タ
ス
を
生
産
し

て
お
り
、
女
性
を
中
心
に
17

名
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。
職

場
環
境
が
キ
レ
イ
な
こ
と
や

未
経
験
者
を
歓
迎
し
た
こ
と

で
、
応
募
時
か
ら
枠
の
数
倍

の
人
気
で
、
現
在
も
働
き
手

に
は
喜
ん

で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
柔

軟
な
シ
フ

ト
へ
変
え

る
な
ど
で

数
名
追
加
の
雇
用
を
す
る
と

と
も
に
、
工
場
を
増
設
し
更

に
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
す

予
定
で
す
。

　

経
営
は
効
率
を
追
求
し
若

い
優
秀
な
人
材
を
登
用
し
て

い
き
ま
す
が
、
一
方
で
手
作
業

は
残
り
ま
す
。
未
経
験
で
も

行
え
る
業
務
と
し
て
、
高
齢

者
や
現
在
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
よ
う
な
人
へ
の
就
業
機

会
を
提
供
で
き
ま
す
。
あ
ら

ゆ
る
人
が
共
存
す
る
地
域
社

会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
で
す
。

Ｑ
今
後
の
打
ち
手
は
？

　

工
場
増
設
に
よ
る
規
模
の

拡
大
に
加
え
、
こ
う
し
た
先

端
農
業
の
担
い
手
を
育
て
る

専
門
機
関
を
つ
く
ろ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
実
践
型
の
農

業
専
門
学
校
で
、
１
学
年
に

つ
き
１
０
０
名
規
模
。
来
年

度
に
も
開
始
し
て
、
日
本
の

農
業
を
支
え
る
人
材
を
地
域

か
ら
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

阿部 隆昭さん

株式会社グランパ
代表取締役
神奈川で植物工場事業を
行っていたが、震災で被
害をうけた陸前高田市へ
進出。今年８月にはレタ
スを初出荷した。

項　目

がれき処理進捗率
人口

医療提供施設数（医療機関）
医療提供施設数（調剤薬局）
学校施設復旧率（県立学校）
学校施設復旧率（市町村立学校）
新規登録漁船数
養殖施設整備台数
農地復旧率

2012 年 5月 2012 年 8月 指　標

9.8%
-5.7％

89.2％
82.0％
68.4％
32.8％
61.7％
54.8％
13.4％

13.3%
-6.0％

89.6％
82.0％
73.7％
38.8％
79.3％
66.1％
14.9％

進捗率
2011.3月比

2011.3月比
2011.3月比
復旧率
復旧率

対計画の整備率
対計画の整備率
対復旧対象農地

発
表
さ
れ
た
主
な
項
目（
い
ず
れ
も
沿
岸
部
）
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●「コカ・コーラ 復興支援基金」
公立小中学校へのエコ支援事業

（第２期）
【趣旨】被災地域の復興支援を目的に集め

られた復興支援基金「コカ・コーラ 復興支
援基金」の一部を拠出し、特に被害の大
きかった地域の公立小中学校への防災対
応機能を備えた太陽光発電および蓄電池
の設置による復興復旧支援と、次世代を担う子供たちのために、
クリーンエネルギーを通じた環境教育の実施を促進する。

【対象】岩手県・宮城県・福島県の公立小中学校。
【助成内容】上限３０００万円（税込）。公立小中学校における

２０ｋＷを上限とし防災対応機能を備えた太陽光発電、および
１６ｋＷｈ相当を上限とした蓄電池の設置に関する費用を助成
する。

【受付期間】９月１日（土）～９月３０日（日）
【応募方法】各県または市町村教育委員会へ送付される所定の

事業計画書と学校環境教育企画書、または、ホームページ（http://
www.cocacola-zaidan.jp）からダウンロードした書類を記入して
提出。

【応募書類送付／問い合わせ先】〒１５０－０００２ 東京都渋谷
区渋谷４－６－３ 日本コカ･コーラ株式会社 内　コカ・コーラ 
復興支援基金事務局　℡ /FAX：０３－４５７０－３１６５

●公益財団法人東日本大震災復興支援財団
「まなべる基金」
【対象】２０１３年４月１日時点で高校生で、震災発生時に岩手

県・宮城県・福島県の高等学校等または中学校に在籍していた
者。他の要件はホームページを参照。

【奨学金】月額２万円（返済不要）（４年制の定時制、通信制の
場合は月額１万５千円）

【給付期間】２０１３年４月分より高校卒業までの最長で３年間。
４年制の定時制、通信制の場合は最長４年間。

【募集人数】７５０名程度
【応募方法】１．「まなべる基金」奨学金願書、２．課題作文、

３．り災証明書または被災証明書（コピー可）、４．２０１１およ
び２０１２年の世帯全員の所得証明書（コピー可）を、現在所属
する中学校または高校等に提出。

【応募締切】１０月５日（金）（財団必着）
【ＨＰ】http://minnade-ganbaro.jp/manaberukikin/

●特定非営利活動法人ゆめ風基金
「障害者市民防災活動助成金」
【対象】障害者市民が災害にあったとき、避難行動や避難生活

がスムーズに行われるための活動、支援を有効に行なうための
ネットワークづくりなど、次のような活動。
・障害当事者が中心となる防災活動（避難所・避難行動体験や
啓発・学習活動）
・防災を通じて障害者市民と地域住民とのネットワークがつくら
れ、日常の活動にもつながる取り組み
・災害時に障害者支援を行うための具体的な仕組みづくり
・障害当事者の声を反映した防災の研究活動

【応募方法】申請書をホームページからダウンロード、必要事
項を記入の上、事務局へ郵送

【応募締切】随時。事業実施３か月以前に申請すること。
【ＨＰ】http://yumekaze.in.coocan.jp/fund/fund.html

　

支
援
は
大
き
く
分
け
て
①
支

援
・
助
成
金
、
②
資
金
融
資
、

③
二
重
ロ
ー
ン
減
免
、
④
税
の
減

免
の
４
つ
が
あ
る
（
図
表
参
照
）。

　

①
支
援
・
助
成
金
制
度
に
は
、

国
が
行
う
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
に
加
え
、
県
や
市
町
村

ご
と
に
独
自
に
補
助
金
を
出
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば

岩
手
県
釜
石
市
で
は
、
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
と
県
の
生

活
再
建
住
宅
支
援
事
業
費
補
助
、

　

被
災
地
で
は
い
ま
、
住
宅
再
建
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
・
自
治
体
・
金

融
機
関
に
よ
る
支
援
制
度
は
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
住
民
へ
の
認
知
と
活
用
促
進
が

課
題
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
宅
再
建
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
が
、
個
別
訪
問(

ア
ウ

ト
リ
ー
チ)

す
る
必
要
が
あ
る
。

住
宅
再
建
支
援
の
概
要

住
民
向
け
個
別
訪
問
の
必
要
性
　

釜
石
市
が
行
う
被
災
者
住
宅
再

建
支
援
事
業
を
活
用
す
る
こ
と

で
最
大
５
０
０
万
円
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

②
資
金
の
融
資
で
は
、
住
宅

金
融
支
援
機
構
が
実
施
す
る
災

害
復
興
住
宅
融
資
が
当
初
５
年

間
の
金
利
を
０
％
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
災
害
援
護
資
金
、
生

活
復
興
支
援
資
、
母
子
寡
婦
福

祉
資
金
の
よ
う
に
、
所
得
や
世

帯
状
況
に
対
応
し
た
制
度
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　

③
二
重
ロ
ー
ン
減
免
で
は
、

全
国
銀
行
協
会
や
日
本
弁
護
士

連
合
会
な
ど
が
「
私
的
整
理
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
て
い

る
。
こ
の
制
度
の
利
点
は
、
債

務
の
減
額
・
免
除
に
加
え
、
手

元
に
最
大
で
５
０
０
万
円
ま
で

残
せ
る
こ
と
や
、
破
産
手
続
き

と
は
異
な
り
個
人
信
用
情
報
の

登
録
な
ど
の
不
利
益
を
回
避
で

き
る
こ
と
な
ど
に
あ
る
。

　

最
後
に
④
税
の
減
免
で
は
、
新

た
に
取
得
し
た
土
地
や
家
屋
の

固
定
資
産
税
等
が
軽
減
さ
れ
る
。

　

今
後
、
仮
設
住
宅
に
暮
ら
す

住
民
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
利

用
条
件
な
ど
を
検
討
し
た
う
え

で
、
住
宅
再
建
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
各
家
庭
で
行
う
こ
と

に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
各
制

度
の
周
知
、
理
解
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
住
民

の
理
解
が
進
ん
で
い
る
と
は
言

え
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
私
的
整
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
債
務
整
理
の

成
立
件
数
は
、
８
月
24
日
時
点

で
東
北
全
域
で
60
件
に
留
ま
っ

て
い
る
。
制
度
の
存
在
を
知
り

内
容
を
理
解
し
て
い
る
人
は
利

用
し
、
知
ら
な
い
人
は
、
国
や

自
治
体
の
支
援
が
十
分
で
は
な

い
と
誤
解
し
、
行
政
に
対
し
て

不
満
を
抱
い
て
い
る
よ
う
な
状

況
と
も
言
え
る
。

　

行
政
は
住
民
に
対
し
、
ホ
ー

住
宅
再
建
の
た
め
に

支
援
制
度
周
知
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

［提言］

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、
相
談
窓
口

を
設
け
て
制
度
の
利
活
用
を
促

進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
避
難

範
囲
が
広
範
な
た
め
、
一
軒
一

軒
回
っ
て
戸
別
に
説
明
す
る
の

は
時
間
・
人
員
と
も
に
現
実
的

で
は
な
い
。

　

一
方
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
等

の
民
間
団
体
が
住
民
向
け
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
地
域
も
少
な

く
な
い
。
行
政
は
、
そ
う
し
た

支
援
団
体
の
力
を
借
り
な
が
ら

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
個
別
訪
問

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
民

間
側
も
、
行
政
と
連
携
し
な
が

ら
各
種
の
制
度
を
理
解
し
た
上

で
、
各
地
に
お
い
て
住
民
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
自
立
再

建
を
促
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。（
文
／
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復
興

支
援
チ
ー
ム
）

名 称カテゴリ 窓 口

支援・助成金

資金融資

被災者生活再建住宅支援制度

災害復興住宅融資
（建設 / 新築・リユース購入）

母子寡婦福祉資金の住宅資金貸付

市町村
生活再建住宅支援事業 市町村

二重ローン
減免 個人版私的整理ガイドライン コールセンター、又は各県支部

金融機関または
独立行政法人住宅金融支援機構

県の福祉事務所

税の減免

被 災した土 地や家 屋に代 わるものを
取得するなどの場合の固定資 産税 な
どの減額
所得税（住民税）の住宅借入金等特別
控除の買い入れ限 度額や控除率を引
き上げ

都道府県・市町村

住民税：市町村
所得税：税務署

住宅再建に関する支援制度

（復旧・復興データベースを参考にＲＣＦ復興支援チーム作成）
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把
握
し
な
い
ま
ま
に
自
由
な
作

付
け
を
行
っ
て
出
荷
前
検
査
を

拡
充
し
て
も
、
放
射
性
物
質
を

含
む
作
物
は
生
産
さ
れ
つ
づ
け

る
の
だ
。
実
態
を
把
握
し
農
地

に
適
し
た
対
応
を
と
る
こ
と
は
、

い
わ
ば
「
生
産
者
を
守
る
取
り

組
み
」。
農
家
が
自
信
を
持
っ
て

自
身
が
生
産
し
た
産
品
を
市
場

に
出
荷
で
き
る
体
制
が
整
わ
な

い
限
り
、
福
島
の
農
業
が
産
業

と
し
て
再
生
す
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
。

　
出
荷
前
の
検
査
だ
け
が
取
り

沙
汰
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
福
島

県
産
の
農
産
物
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
、
福
島
の
農
業
が
抱
え

る
問
題
の
本
質
的
な
解
決
に
は

な
り
え
な
い
。
科
学
的
知
見
を

利
活
用
し
て
放
射
性
物
質
を
含

ま
な
い
農
産
物
を
生
産
す
る
こ

と
、
農
業
を
営
む
地
域
住
民
の

組
織
的
な
努
力
、
そ
し
て
、
消

費
者
の
放
射
能
や
放
射
性
物
質

に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
噛
み

合
っ
て
初
め
て
、
福
島
の
農
業

は
産
業
と
し
て
成
立
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
小
松
助
教
は
「
津
波
と
決
定

的
に
違
う
点
は
、
放
射
能
の
影

響
は
30
年
続
く
と
こ
ろ
。
だ
か

ら
、
放
射
能
と
ど
う
付
き
合
っ

て
い
く
か
、
よ
く
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
話
す
。
農
業

生
産
者
、
全
国
の
消
費
者
が
共

に
放
射
能
を
管
理
し
て
い
く
こ

と
は
、
農
地
が
汚
染
さ
れ
て
し

ま
っ
た
今
、
使
命
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

化
の
実
用
化
に
向
け
て
、
昨
年
、

福
島
県
内
10
か
所
の
試
験
圃
場

で
実
験
を
行
い
、
イ
ネ
科
の
植

物
で
あ
る
ソ
ル
ガ
ム
に
セ
シ
ウ

ム
吸
収
能
力
の
高
い
系
統
が
存

在
す
る
と
い
う
研
究
成
果
を
報

告
し
て
い
る
。
農
業
に
と
っ
て

農
地
は
貴
重
な
資
源
で
あ
る
た

め
、
闇
雲
に
表
土
を
削
り
取
る

除
染
方
法
は
、
農
地
に
不
適
当

と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
長
年

を
か
け
て
作
り
あ
げ
た
土
壌
を

削
り
取
っ
て
し
ま
う
と
、
土
づ

く
り
か
ら
や
り
直
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
か
ら
だ
。
イ
ネ
科
植

物
の
栽
培
に
よ
る
除
染
が
実
用

化
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
は
大

要
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
福
島
に
お
け
る
農
業
の
再
生

を
支
援
す
る
福
島
大
学
う
つ
く

し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン

タ
ー
の
小
松
知
未
特
任
助
教
に

よ
る
と
、
再
生
に
向
け
た
取
り

組
み
に
は
４
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ

る
。
①
放
射
能
に
よ
る
汚
染
実

態
の
把
握
、
②
農
地
ご
と
の
汚

染
実
態
に
応
じ
た
生
産
段
階
で

の
対
応
、
③
出
荷
前
検
査
の
拡

充
、
④
消
費
者
に
安
全
性
を
伝

え
風
評
被
害
を
防
ぐ
消
費
段
階

で
の
対
応
だ
。

　
小
松
助
教
は
、
４
つ
の
プ
ロ

セ
ス
の
な
か
で
も
特
に
①
汚
染

実
態
の
把
握
と
②
生
産
段
階
で

の
対
応
が
、
本
質
的
な
問
題
解

決
に
不
可
欠
と
指
摘
す
る
。

実
は
、
福
島
の
よ
う
に
汚
染
物

質
が
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
場
合
、

農
地
の
汚
染
実
態
を
正
確
に
把

握
し
、
適
切
な
作
物
を
生
産
す

る
こ
と
で
、
放
射
性
物
質
を
ほ

と
ん
ど
含
ま
な
い
作
物
を
生
産

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
こ
れ
は
、

植
物
に
は
セ
シ
ウ
ム
を
土
壌
か

ら
よ
く
吸
い
上
げ
る
も
の
と
そ

う
で
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う

科
学
的
知
見
に
よ
る
も
の
だ
。

汚
染
が
比
較
的
少
な
い
農
地
で

は
、
き
ゅ
う
り
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
、

セ
シ
ウ
ム
を
あ
ま
り
土
壌
か
ら

吸
い
上
げ
な
い
作
物
を
生
産
す

る
と
よ
い
。
ま
た
、
汚
染
さ
れ

た
米
も
、
酒
と
し
て
加
工
す
れ

ば
市
場
に
出
す
こ
と
は
可
能
だ

と
い
う
。
セ
シ
ウ
ム
は
沸
点
が

非
常
に
高
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
醸

造
の
過
程
で
蒸
留
す
る
と
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
除
去
で
き
る
か
ら

だ
。

　
先
に
挙
げ
た
小
国
地
区
の
例

を
と
る
と
、
放
射
線
量
マ
ッ
プ

の
作
成
は
①
汚
染
実
態
の
把
握

に
、
試
験
栽
培
は
②
生
産
段
階

で
の
対
応
に
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当

す
る
。
地
道
に
汚
染
状
況
を
調

査
し
、
生
産
段
階
か
ら
放
射
能

と
闘
う
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
科
学
的
知
見
を
活
か
し
た
生

産
段
階
で
の
対
応
は
、
放
射
能

に
汚
染
さ
れ
た
農
地
で
の
営
農

を
強
力
に
後
押
し
す
る
。
も
ち

ろ
ん
、
消
費
者
を
放
射
能
か
ら

守
る
た
め
に
入
念
な
検
査
は
必

要
だ
。
し
か
し
、
汚
染
状
況
を

き
い
。

　
福
島
県
伊
達
市
霊
山
町
小
国

（
お
ぐ
に
）
地
区
の
住
民
団
体

「
放
射
能
か
ら
き
れ
い
な
小
国

を
取
り
戻
す
会
」
は
、
地
域
の

汚
染
実
態
を
詳
細
に
把
握
す
る

た
め
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
メ
ッ

シ
ュ
の
放
射
線
量
分
布
マ
ッ
プ
を

作
成
し
た
。
文
部
科
学
省
で
公

表
さ
れ
て
い
る
放
射
線
量
等
分

布
マ
ッ
プ
は
、
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
メ
ッ
シ
ュ
。
こ
れ
で
は
正
確
な

汚
染
実
態
が
把
握
で
き
な
い
と
、

の
べ
１
１
２
名
の
住
民
が
立
ち

上
が
っ
た
。
小
国
地
区
は
第
一

原
発
か
ら
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

外
に
位
置
し
て
い
る
が
、
ホ
ッ

放射線量の調査の様子

適
切
な
対
応
と
、

正
し
い
理
解
で

再
生
の
後
押
し
を

小国地区における水稲試験栽培の様子

福島農業再生に向けた４つのプロセス

生産者を守り産業を支える科学の力と消費者の理解

   放射能と共に生きる
福島の農業
特集

ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
た
め

特
定
避
難
勧
奨
地
点
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
地
域
だ
。
２
０

１
１
年
度
産
米
の
調
査
に
お
い

て
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
０

０
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
数
値
が

検
出
さ
れ
、
全
域
で
今
年
度
の

稲
の
作
付
け
が
制
限
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
継
続
的
に
営
農
を
し

た
い
と
い
う
地
元
農
家
の
声
か

ら
、
市
や
福
島
大
等
の
協
力
を

得
て
、
前
述
の
マ
ッ
プ
作
成
に

加
え
、
稲
の
試
験
栽
培
も
行
っ

て
い
る
。
今
年
中
に
も
、
第
一

弾
の
実
験
結
果
が
出
る
予
定
で
、

来
年
以
降
の
コ
メ
の
生
産
に
活

か
さ
れ
る
。←

福島県佐藤雄平知事
が「コメの安全宣言」2011年

10月12日

福島市大波地区のコメか
ら基準値を上回る６３０ベ
クレルのセシウムを検出

2011年
11月16日

南相馬市地域農業再生協
議会が、2012年度の稲の
作付けを見合わせる方針
を決定。

2012年
2月10日

農林水産省が福島県の一
部地域で稲の作付けを制
限する旨を発表。

2012年
2月28日

福島県産農産物や加工品
を載せて県内各地でＰＲ・
販売する移動車「マルシェ
ふくしま号」が出発。

2012年
7月26日

２０１２年度産米の全袋検
査が二本松市で始まる。

2012年
8月25日

福島の
農業を
めぐる

できごと

　
未
曾
有
の
大
地
震
に
よ
る
大

津
波
と
比
肩
す
る
衝
撃
を
も
っ

て
世
界
に
報
じ
ら
れ
た
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
１

年
半
。
他
県
の
被
災
地
で
着
々

と
水
産
業
や
農
業
と
い
っ
た
第

一
次
産
業
が
復
興
し
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
目
に
付
く
よ
う
に

な
っ
て
も
、
福
島
で
は
米
の
全

袋
検
査
の
実
施
が
決
ま
る
な
ど
、

暗
中
模
索
と
も
取
れ
る
放
射
能

と
の
闘
い
が
続
い
て
い
る
。

　
今
も
な
お
、
放
射
能
が
福
島

県
の
農
業
に
与
え
る
影
響
は
甚

大
だ
。
特
に
、
避
難
区
域
外
で

あ
り
な
が
ら
高
い
放
射
線
量
が

検
出
さ
れ
て
い
る
地
域
で
農
業

を
営
む
住
民
の
な
か
に
は
、
生

産
し
た
農
産
物
に
対
し
て
出
荷

前
に
行
わ
れ
る
検
査
の
結
果
を

身
の
細
る
思
い
で
待
つ
者
も
少

な
く
な
い
。

　
桃
を
筆
頭
に
果
物
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
、
有
数
の
米
ど
こ

ろ
と
し
て
も
毎
年
上
位
の
生
産

量
を
誇
っ
て
き
た
福
島
県
の
農

業
は
、
放
射
能
に
屈
し
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
か
。

　
農
地
の
除
染
、
放
射
性
物
質

を
含
ま
な
い
農
産
物
の
生
産
な

ど
、
科
学
の
英
知
を
結
集
し
て

福
島
の
農
業
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
は
始
ま
っ
て
い
る
。
消

費
者
が
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
、
福

島
の
農
業
再
生
に
は
不
可
欠
だ
。

　
一
般
財
団
法
人
東
北
農
業
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
セ
シ
ウ

ム
高
吸
収
植
物
に
よ
る
土
壌
浄

←
小
国
地
区
に
お
け
る
住
民

主
体
の
取
り
組
み
は
、
科
学
的

実
験
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

放
射
能
汚
染
に
苦
し
む
他
の
地

域
の
再
生
に
繋
が
る
取
り
組
み

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
福
島
の
農
業
を

再
生
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必

汚
染
農
地
で
も

汚
染
さ
れ
て
い
な
い

農
産
物
は

生
産
で
き
る

生
産
者
を
守
る
取
り
組
み

農地の土壌を測定し、含まれる放射性物質を分析。小国地区では、住民団体
が自ら空間線量を計測し、１００メートルメッシュの放射線量分布マップを作
成した。また、ＪＡ新福島と福島大学は合同して、ＧＰＳ内蔵型土壌汚染スクリ
ーニングシステムによる農地測定に取り組んでいる。

放射能による汚染の
実態の把握

第
１
段
階

放射性物質の吸収抑制技術を研究・開発。生産段階で対応する。東北農業支
援ネットワークがイネ科植物による除染の研究・実用化に取り組んでいるほ
か、小国地区では水稲試験栽培も実施されている。

農地ごとの
汚染実態に応じた
生産段階での対応

第
２
段
階

うつくしまふくしま未来支援センター資料より作成

消
費
者
を
守
る
取
り
組
み

国、県、市町村、ＪＡによる検査体制の整備。測定マニュアルの整備や測定員
の育成。

第
３
段
階

出荷前検査の拡充

生産者と消費者の交流の場を設けたり、安全検査のデモンストレーションを
行ったりして、消費者に安全性を伝える。信頼のある検査体制を構築し、風評
被害を防ぐ。

第
４
段
階

消費者に安全性を
伝え風評被害を防ぐ
消費段階での対応

放
射
性

セ
シ
ウ
ム
を
、

農
地
と
作
物
か
ら

排
除
す
る

福島の農家は、放射能によって汚染された農地での農業再開を強
いられている。しかし、福島産の農産物から基準値を超える放射
性物質が検出されるなど、その道のりはおおよそ順風満帆とは言
えない状況だ。福島における農業再生に向けた取り組みを追った。

地上1メートルの空間線量率

出典：文部科学省放射線量等
分布マップ拡大サイト／電子国土

小国地区
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把
握
し
な
い
ま
ま
に
自
由
な
作

付
け
を
行
っ
て
出
荷
前
検
査
を

拡
充
し
て
も
、
放
射
性
物
質
を

含
む
作
物
は
生
産
さ
れ
つ
づ
け

る
の
だ
。
実
態
を
把
握
し
農
地

に
適
し
た
対
応
を
と
る
こ
と
は
、

い
わ
ば
「
生
産
者
を
守
る
取
り

組
み
」。
農
家
が
自
信
を
持
っ
て

自
身
が
生
産
し
た
産
品
を
市
場

に
出
荷
で
き
る
体
制
が
整
わ
な

い
限
り
、
福
島
の
農
業
が
産
業

と
し
て
再
生
す
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
。

　
出
荷
前
の
検
査
だ
け
が
取
り

沙
汰
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
福
島

県
産
の
農
産
物
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
、
福
島
の
農
業
が
抱
え

る
問
題
の
本
質
的
な
解
決
に
は

な
り
え
な
い
。
科
学
的
知
見
を

利
活
用
し
て
放
射
性
物
質
を
含

ま
な
い
農
産
物
を
生
産
す
る
こ

と
、
農
業
を
営
む
地
域
住
民
の

組
織
的
な
努
力
、
そ
し
て
、
消

費
者
の
放
射
能
や
放
射
性
物
質

に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
噛
み

合
っ
て
初
め
て
、
福
島
の
農
業

は
産
業
と
し
て
成
立
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
小
松
助
教
は
「
津
波
と
決
定

的
に
違
う
点
は
、
放
射
能
の
影

響
は
30
年
続
く
と
こ
ろ
。
だ
か

ら
、
放
射
能
と
ど
う
付
き
合
っ

て
い
く
か
、
よ
く
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
話
す
。
農
業

生
産
者
、
全
国
の
消
費
者
が
共

に
放
射
能
を
管
理
し
て
い
く
こ

と
は
、
農
地
が
汚
染
さ
れ
て
し

ま
っ
た
今
、
使
命
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

化
の
実
用
化
に
向
け
て
、
昨
年
、

福
島
県
内
10
か
所
の
試
験
圃
場

で
実
験
を
行
い
、
イ
ネ
科
の
植

物
で
あ
る
ソ
ル
ガ
ム
に
セ
シ
ウ

ム
吸
収
能
力
の
高
い
系
統
が
存

在
す
る
と
い
う
研
究
成
果
を
報

告
し
て
い
る
。
農
業
に
と
っ
て

農
地
は
貴
重
な
資
源
で
あ
る
た

め
、
闇
雲
に
表
土
を
削
り
取
る

除
染
方
法
は
、
農
地
に
不
適
当

と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
長
年

を
か
け
て
作
り
あ
げ
た
土
壌
を

削
り
取
っ
て
し
ま
う
と
、
土
づ

く
り
か
ら
や
り
直
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
か
ら
だ
。
イ
ネ
科
植

物
の
栽
培
に
よ
る
除
染
が
実
用

化
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
は
大

要
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
福
島
に
お
け
る
農
業
の
再
生

を
支
援
す
る
福
島
大
学
う
つ
く

し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン

タ
ー
の
小
松
知
未
特
任
助
教
に

よ
る
と
、
再
生
に
向
け
た
取
り

組
み
に
は
４
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ

る
。
①
放
射
能
に
よ
る
汚
染
実

態
の
把
握
、
②
農
地
ご
と
の
汚

染
実
態
に
応
じ
た
生
産
段
階
で

の
対
応
、
③
出
荷
前
検
査
の
拡

充
、
④
消
費
者
に
安
全
性
を
伝

え
風
評
被
害
を
防
ぐ
消
費
段
階

で
の
対
応
だ
。

　
小
松
助
教
は
、
４
つ
の
プ
ロ

セ
ス
の
な
か
で
も
特
に
①
汚
染

実
態
の
把
握
と
②
生
産
段
階
で

の
対
応
が
、
本
質
的
な
問
題
解

決
に
不
可
欠
と
指
摘
す
る
。

実
は
、
福
島
の
よ
う
に
汚
染
物

質
が
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
場
合
、

農
地
の
汚
染
実
態
を
正
確
に
把

握
し
、
適
切
な
作
物
を
生
産
す

る
こ
と
で
、
放
射
性
物
質
を
ほ

と
ん
ど
含
ま
な
い
作
物
を
生
産

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
こ
れ
は
、

植
物
に
は
セ
シ
ウ
ム
を
土
壌
か

ら
よ
く
吸
い
上
げ
る
も
の
と
そ

う
で
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う

科
学
的
知
見
に
よ
る
も
の
だ
。

汚
染
が
比
較
的
少
な
い
農
地
で

は
、
き
ゅ
う
り
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
、

セ
シ
ウ
ム
を
あ
ま
り
土
壌
か
ら

吸
い
上
げ
な
い
作
物
を
生
産
す

る
と
よ
い
。
ま
た
、
汚
染
さ
れ

た
米
も
、
酒
と
し
て
加
工
す
れ

ば
市
場
に
出
す
こ
と
は
可
能
だ

と
い
う
。
セ
シ
ウ
ム
は
沸
点
が

非
常
に
高
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
醸

造
の
過
程
で
蒸
留
す
る
と
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
除
去
で
き
る
か
ら

だ
。

　
先
に
挙
げ
た
小
国
地
区
の
例

を
と
る
と
、
放
射
線
量
マ
ッ
プ

の
作
成
は
①
汚
染
実
態
の
把
握

に
、
試
験
栽
培
は
②
生
産
段
階

で
の
対
応
に
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当

す
る
。
地
道
に
汚
染
状
況
を
調

査
し
、
生
産
段
階
か
ら
放
射
能

と
闘
う
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
科
学
的
知
見
を
活
か
し
た
生

産
段
階
で
の
対
応
は
、
放
射
能

に
汚
染
さ
れ
た
農
地
で
の
営
農

を
強
力
に
後
押
し
す
る
。
も
ち

ろ
ん
、
消
費
者
を
放
射
能
か
ら

守
る
た
め
に
入
念
な
検
査
は
必

要
だ
。
し
か
し
、
汚
染
状
況
を

き
い
。

　
福
島
県
伊
達
市
霊
山
町
小
国

（
お
ぐ
に
）
地
区
の
住
民
団
体

「
放
射
能
か
ら
き
れ
い
な
小
国

を
取
り
戻
す
会
」
は
、
地
域
の

汚
染
実
態
を
詳
細
に
把
握
す
る

た
め
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
メ
ッ

シ
ュ
の
放
射
線
量
分
布
マ
ッ
プ
を

作
成
し
た
。
文
部
科
学
省
で
公

表
さ
れ
て
い
る
放
射
線
量
等
分

布
マ
ッ
プ
は
、
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
メ
ッ
シ
ュ
。
こ
れ
で
は
正
確
な

汚
染
実
態
が
把
握
で
き
な
い
と
、

の
べ
１
１
２
名
の
住
民
が
立
ち

上
が
っ
た
。
小
国
地
区
は
第
一

原
発
か
ら
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

外
に
位
置
し
て
い
る
が
、
ホ
ッ

放射線量の調査の様子

適
切
な
対
応
と
、

正
し
い
理
解
で

再
生
の
後
押
し
を

小国地区における水稲試験栽培の様子

福島農業再生に向けた４つのプロセス

生産者を守り産業を支える科学の力と消費者の理解

   放射能と共に生きる
福島の農業
特集

ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
た
め

特
定
避
難
勧
奨
地
点
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
地
域
だ
。
２
０

１
１
年
度
産
米
の
調
査
に
お
い

て
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
０

０
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
数
値
が

検
出
さ
れ
、
全
域
で
今
年
度
の

稲
の
作
付
け
が
制
限
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
継
続
的
に
営
農
を
し

た
い
と
い
う
地
元
農
家
の
声
か

ら
、
市
や
福
島
大
等
の
協
力
を

得
て
、
前
述
の
マ
ッ
プ
作
成
に

加
え
、
稲
の
試
験
栽
培
も
行
っ

て
い
る
。
今
年
中
に
も
、
第
一

弾
の
実
験
結
果
が
出
る
予
定
で
、

来
年
以
降
の
コ
メ
の
生
産
に
活

か
さ
れ
る
。←

福島県佐藤雄平知事
が「コメの安全宣言」2011年

10月12日

福島市大波地区のコメか
ら基準値を上回る６３０ベ
クレルのセシウムを検出

2011年
11月16日

南相馬市地域農業再生協
議会が、2012年度の稲の
作付けを見合わせる方針
を決定。

2012年
2月10日

農林水産省が福島県の一
部地域で稲の作付けを制
限する旨を発表。

2012年
2月28日

福島県産農産物や加工品
を載せて県内各地でＰＲ・
販売する移動車「マルシェ
ふくしま号」が出発。

2012年
7月26日

２０１２年度産米の全袋検
査が二本松市で始まる。

2012年
8月25日

福島の
農業を
めぐる

できごと

　
未
曾
有
の
大
地
震
に
よ
る
大

津
波
と
比
肩
す
る
衝
撃
を
も
っ

て
世
界
に
報
じ
ら
れ
た
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
１

年
半
。
他
県
の
被
災
地
で
着
々

と
水
産
業
や
農
業
と
い
っ
た
第

一
次
産
業
が
復
興
し
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
目
に
付
く
よ
う
に

な
っ
て
も
、
福
島
で
は
米
の
全

袋
検
査
の
実
施
が
決
ま
る
な
ど
、

暗
中
模
索
と
も
取
れ
る
放
射
能

と
の
闘
い
が
続
い
て
い
る
。

　
今
も
な
お
、
放
射
能
が
福
島

県
の
農
業
に
与
え
る
影
響
は
甚

大
だ
。
特
に
、
避
難
区
域
外
で

あ
り
な
が
ら
高
い
放
射
線
量
が

検
出
さ
れ
て
い
る
地
域
で
農
業

を
営
む
住
民
の
な
か
に
は
、
生

産
し
た
農
産
物
に
対
し
て
出
荷

前
に
行
わ
れ
る
検
査
の
結
果
を

身
の
細
る
思
い
で
待
つ
者
も
少

な
く
な
い
。

　
桃
を
筆
頭
に
果
物
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
、
有
数
の
米
ど
こ

ろ
と
し
て
も
毎
年
上
位
の
生
産

量
を
誇
っ
て
き
た
福
島
県
の
農

業
は
、
放
射
能
に
屈
し
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
か
。

　
農
地
の
除
染
、
放
射
性
物
質

を
含
ま
な
い
農
産
物
の
生
産
な

ど
、
科
学
の
英
知
を
結
集
し
て

福
島
の
農
業
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
は
始
ま
っ
て
い
る
。
消

費
者
が
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
、
福

島
の
農
業
再
生
に
は
不
可
欠
だ
。

　
一
般
財
団
法
人
東
北
農
業
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
セ
シ
ウ

ム
高
吸
収
植
物
に
よ
る
土
壌
浄

←
小
国
地
区
に
お
け
る
住
民

主
体
の
取
り
組
み
は
、
科
学
的

実
験
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

放
射
能
汚
染
に
苦
し
む
他
の
地

域
の
再
生
に
繋
が
る
取
り
組
み

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
福
島
の
農
業
を

再
生
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必

汚
染
農
地
で
も

汚
染
さ
れ
て
い
な
い

農
産
物
は

生
産
で
き
る

生
産
者
を
守
る
取
り
組
み

農地の土壌を測定し、含まれる放射性物質を分析。小国地区では、住民団体
が自ら空間線量を計測し、１００メートルメッシュの放射線量分布マップを作
成した。また、ＪＡ新福島と福島大学は合同して、ＧＰＳ内蔵型土壌汚染スクリ
ーニングシステムによる農地測定に取り組んでいる。

放射能による汚染の
実態の把握

第
１
段
階

放射性物質の吸収抑制技術を研究・開発。生産段階で対応する。東北農業支
援ネットワークがイネ科植物による除染の研究・実用化に取り組んでいるほ
か、小国地区では水稲試験栽培も実施されている。

農地ごとの
汚染実態に応じた
生産段階での対応

第
２
段
階

うつくしまふくしま未来支援センター資料より作成

消
費
者
を
守
る
取
り
組
み

国、県、市町村、ＪＡによる検査体制の整備。測定マニュアルの整備や測定員
の育成。

第
３
段
階

出荷前検査の拡充

生産者と消費者の交流の場を設けたり、安全検査のデモンストレーションを
行ったりして、消費者に安全性を伝える。信頼のある検査体制を構築し、風評
被害を防ぐ。

第
４
段
階

消費者に安全性を
伝え風評被害を防ぐ
消費段階での対応

放
射
性

セ
シ
ウ
ム
を
、

農
地
と
作
物
か
ら

排
除
す
る

福島の農家は、放射能によって汚染された農地での農業再開を強
いられている。しかし、福島産の農産物から基準値を超える放射
性物質が検出されるなど、その道のりはおおよそ順風満帆とは言
えない状況だ。福島における農業再生に向けた取り組みを追った。

地上1メートルの空間線量率

出典：文部科学省放射線量等
分布マップ拡大サイト／電子国土

小国地区
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フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

「
魚
市
場
の
喧
噪
と
緊
張
感
」

  

気
仙
沼
市
魚
市
場

［8］写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

　朝の気仙沼市魚市場。少し湿り気を帯
びた潮風に魚のにおいが混ざる。
　広く見渡せる市場で、防水のオーバー
オールと長靴を身につけた人たちが目に
入った。眉間にしわを寄せ真剣な表情で
手際よくサメのヒレを切り分ける男性。軽
トラックの荷台の上から、大きなスコップ
で大量の氷を掬い上げて、タンクに放り
込む男性。そして、所々に、その脇で手
伝う子供や女性たちの姿。
　水色のスカイタンクがところどころに積
み上げられ、フォークリフトは小回りをき
かせてそれを運ぶ。港に横付けされた船
からカツオがベルトコンベアーに乗って市
場の中へ。重さを計られた後、水を張っ
たタンクへ入れられる。タンクのまとめら
れた棟の奥では、モウカザメが並び、ヨ
シキリザメがその柔らかそうな体を重ね、
さらに奥には、角を取られたカジキマグロ
がその勇ましく大きな体を横たえる。
　場内の雰囲気は、喧噪と緊張で、昼に
見る魚市場のそれとは違う。しばらく見て
いると、一人の男性から関係者以外の現
場立入り禁止を告げられる。ここは働く海
の人間の場所なのだ。*1
　気仙沼市魚市場は、世界に誇る三陸沖
を漁場とする船が出入りする漁港の一つ

だ。サメ、カジキマグロ、カツオ、サンマ
などの魚種が水揚げされ、特に高級食材
としても名高いフカヒレの生産量は日本一
を誇る。この日は、サメ、カジキマグロ、
カツオが水揚げされていた。この日のカツ
オだけでも、7,500 万円相当に達した。も
うすぐしたらサンマも揚げられる予定だと
いう。*2
　7月の水揚高は、およそ7,055トン。
昨年の同月が 2,368トンだったことを考え
るとおよそ3倍。しかし、震災前の
2010 年 7月の 16,984トンと比べると４
割程度。漁獲量が戻らない大きな原因は、
海に出る船がないからではないという。
船は震災後から、復旧・復興の中、多く
の支援により数が確保されている。課題
はむしろ「『冷凍』と『加工』にあります」
と気仙沼漁業協同組合の齋藤光昭さんは
話す。たとえば、これから本格化するサン
マは、今頃から12月頃までの間に水揚
げされるが、我々の食卓に乗るもの以外
は冷凍や食品加工がなされ、それが年間
を通して冷凍サンマや缶詰といった形で
供給され続けるのだ。その「冷凍」や
「加工」に従事する業者の多くがまだ立ち
直れないでいるのが、水揚げを増やせな
い大きな要因の一つだ。いまは入港を希

望する漁船を断ることもある。「いつまで
に元の規模に戻れたらと思いますか？」と
いう質問に、参次の菅野眞さんが「戻れ
るなら明日にでも、ですよ」と答えてくれ
た。しかし「震災直後は、こういう風に活
気が戻ってくるとは思えないくらいでした」
と齋藤さんは話す。それが、昨年 6月
28日のカツオの初水揚げに始まり、今の
姿がある。
　市場で陳列された魚を見て、仲買人が
入札。値がつき、買い主が決まると、あ
るものは一匹ずつ梱包され、あるものはタ
ンクごとトラックに運ばれていく。そうして
少しずつ魚が消え、人がはけていくと、
最後にはキレイに掃除・整理され、昼頃
には静かになり、再びカモメの鳴き声と
波の音が聞こえるようになる。そしてまた
夜が更け、朝方近くになると港の灯がとも
り、船が寄り、人が集まり活気づく日々の
営みを繰り返す。

*1 気仙沼漁港は、2 階に見学スペースがあり、一般の方はそこ
から見ることができる。
*2 取材の前日の 8 月 24 日に隣の大船渡市魚市場でサンマが初
水揚げされた。

気仙沼市魚市場
〒988-0037  宮城県気仙沼市魚市場前8－25

DATA

仙台

仙台市宮野区・若林区

塩竈 七ヶ浜
多賀城

名取
岩沼

亘理白石
山元

東松島
松島

栗原

女川
石巻

南三陸

気仙沼

宮城県
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「
昔
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に

︙
︙
」
と
始
ま
る
昔
話
。
東
北

は
民
話
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
、
各
地
に
数
多
く
の
話
が
伝

え
残
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
７
６
年
に
「
み
や
ぎ
民

話
の
会
」
を
結
成
し
た
小
野
和

子
さ
ん
は
、
宮
城
県
内
で
民
話

を
語
っ
て
く
れ
る
古
老
を
探
し

出
し
、
話
を
聞
き
取
っ
て
記
録

す
る
活
動
を
長
年
続
け
て
き
た
。

　

聞
き
集
め
た
話
は
数
知
れ
ず
。

夜
遊
び
に
出
た
亭
主
を
独
り
待

つ
嫁
さ
ん
に
襲
い
か
か
る
叫
び
声

﹃
戸
ぉ
あ
け
ろ
ー
﹄
は
怪
談
話
、

﹃
屁
っ
た
れ
嫁
ご
﹄
は
、
大
き
な

屁
を
放
つ
嫁
さ
ん
の
面
白
く
て

痛
快
な
笑
い
話
、
他
に
も
南
三

陸
の
志
津
川
町
入
谷
に
伝
わ
る
、

山
姥
と
の
約
束
を
守
る
な
ら
無

限
の
富
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た

﹃
山
姥
の
万
年
機
﹄
な
ど
、
ど

れ
も
長
い
年
月
の
中
、
山
の
村

や
海
辺
の
町
で
語
り
継
が
れ
て

き
た
民
話
で
あ
る
。

　

自
身
の
編
書
﹃
み
ち
の
く
民

話
ま
ん
だ
ら
﹄
の
中
で
小
野
さ

ん
は
、「
民
話
は
先
祖
の
生
活

の
中
に
あ
る
喜
び
や
、
哀
し
み
、

苦
し
み
を
長
い
時
間
か
け
て
と

ろ
火
で
煮
詰
め
る
よ
う
に
つ
く

り
あ
げ
た
種
。
そ
れ
は
受
け

取
っ
た
人
の
胸
に
芽
吹
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
」

と
記
し
て
い
る
。

　

民
話
に
は
、
現
代
に
も
通
じ

る
人
間
の
喜
怒
哀
楽
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
震
災
で
、
形

あ
る
も
の
は
、
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
先
祖
が

残
し
て
く
れ
た
多
く
の
民
話
が
、

庶
民
の
ぎ
り
ぎ
り
生
活
の
現
実

を
背
景
に
し
て
一
話
一
話
生
ま

れ
て
き
た
の
と
同
様
に
、
大
震

災
大
津
波
で
の
経
験
は
貴
重
な

記
録
と
し
て
長
く
語
ら
れ
る
中

で
、
民
話
と
し
て
再
構
築
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ

な
い
。「
み
や
ぎ
民
話
の
会
」
で

は
、
昨
年
８
月
、
地
震
や
津
波

の
経
験
を
語
り
聴
く
会
を
開
催
。

そ
の
様
子
を
記
録
集
と
し
て
出

版
し
て
い
る
。

　

民
話
は
、
最
後
に
「
こ
ん
で

え
ん
つ
こ
も
ん
つ
こ
、
さ
け
た
」

で
結
ば
れ
る
。「
こ
れ
で
お
話
は
、

お
し
ま
い
」
と
い
う
宮
城
県
内

で
よ
く
使
わ
れ
る
語
り
収
め
の

言
葉
だ
が
、「
こ
れ
で
一
期
栄
え

た
」
が
訛
っ
た
も
の
で
、
話
の

主
人
公
の
一
生
が
繁
栄
し
た
と

い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

東
北
の
民
話
は
こ
れ
か
ら
も

過
去
と
未
来
を
つ
な
ぎ
、
次
世

代
の
繁
栄
を
願
い
な
が
ら
長
く

受
け
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

取
材
・
文
／
葛
西
淳
子
（
仙
台
・
市
民
ラ

イ
タ
ー
グ
ル
ー
プ
「
お
か
き
プ
ラ
ス
」） 宮城の民話が詰まった『みちのく民話ま

んだら』小野和子著（北燈社）
リレー連載 ⑦

過
去
と
未
来
を
結
ぶ
民
話
の
魅
力

　

沿
岸
部
を
復
興
す
る
た
め
、

国
や
自
治
体
は
水
産
業
の
再
建

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し

他
産
業
に
従
事
す
る
住
民
も
当

然
存
在
し
て
お
り
、
特
に
海
沿

い
に
山
が
連
な
る
南
三
陸
町
で

　

去
る
８
月
23
日
（
木
）
に

山
形
県
山
形
市
で
、
広
域
避

難
者
支
援
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

行
わ
れ
た
（
Ｊ
Ｃ
Ｎ
＝
東
日

本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
）。
避
難
者
を

支
援
す
る
団
体
間
の
連
携
を

目
指
す
も
の
で
、
名
古
屋
、

大
阪
に
次
い
で
３
回
目
の
開

催
。
会
場
と
な
っ
た
霞
城
セ

ン
ト
ラ
ル
の
大
会
議
室
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
１
０
１
の
団

体
・
１
４
１
人
の
支
援
者
が

参
集
し
た
。
そ
の
多
く
は
山

形
県
内
の
団
体
だ
っ
た
が
、

は
震
災
前
、
農
業
や
酪
農
も
さ

か
ん
だ
っ
た
。

　

震
災
前
、
酪
農
事
業
を
営
ん

で
い
た
阿
部
俊
幸
さ
ん
は
、
先

代
の
体
調
不
良
の
た
め
22
歳
の

若
さ
で
後
を
継
い
だ
。
そ
の
農

場
は
津
波
被

害
に
あ
い
、

い
ま
だ
再
建

で
き
ず
に
い

る
と
い
う
。

現
在
は
、
牛

の
蹄
（
ひ
づ

め
）
を
管
理

す
る
「
牛
削

蹄
師
」
と
し

福
島
県
、
宮
城
県
、
東
京
都
、

遠
く
は
広
島
県
や
山
口
県
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
支
援
の
広
が

り
と
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
山
形
県
で

の
支
援
団
体
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
第
１
部
、
行
政
の
支
援

や
法
制
度
、
助
成
金
な
ど
を
学

ぶ
第
２
部
、
参
加
者
同
士
の
情

報
交
換
を
行
な
う
第
３
部
の
三

部
構
成
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
密
度
の
濃
い
内
容
だ
っ
た
が
、

特
に
福
島
県
内
に
い
て
は
見
え

な
い
、
支
援
者
・
団
体
の
顔
が

見
え
た
と
い
う
点
で
貴
重
な
機

て
収
入
を
得
て
い
る
。

　

最
大
の
壁
は
、
資
金
調
達
だ
。

再
建
費
用
は
乳
牛
30
頭
規
模
の

想
定
で
２
千
万
円
以
上
。
牛
舎

に
約
１
千
５
百
万
円
、
乳
牛
に

約
１
千
万
円
、
そ
の
他
機
械
等

に
最
低
で
も
２
千
万
円
と
、
初

期
投
資
額
は
大
き
い
。

　

阿
部
さ
ん
は
当
初
、
同
業
者

が
グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
で
設

備
投
資
費
用
な
ど
の
４
分
の
３

が
助
成
さ
れ
る
「
グ
ル
ー
プ
補

助
金
」
の
申
請
を
検
討
し
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
補
助
金
は

助
成
割
合
の
高
さ
か
ら
初
期
投

資
額
の
大
き
い
事
業
に
は
向
い

会
と
な
っ
た
。

　

福
島
県
か
ら
の
県
外
避
難
者

は
現
在
約
６
万
人
。
山
形
県
は
、

そ
の
う
ち
約
１
万
１
０
０
０
人

と
、
全
国
で
一
番
多
く
避
難
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
（
２
番
目

に
多
い
東
京
都
で
は
、
約
７
８

０
０
人
）。
そ
の
た
め
行
政
の

支
援
も
充
実
し
て
お
り
、
市
民

団
体
の
活
動
も
活
発
だ
。

　

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
山

形
に
学
び
た
い
、
自
分
た
ち
の

活
動
の
ヒ
ン
ト
に
し
た
い
と
、

参
加
の
動
機
を
語
る
参
加
者
も

多
か
っ
た
が
、
一
方
、
現
場
で

支
援
に
携
わ
る
人
々
か
ら
は
避

難
の
長
期
化
に
伴
い
ニ
ー
ズ
が

個
別
化
・
多
様
化
し
て
き
て
い

る
と
い
う
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
が
一

筋
縄
で
い
か
な
い
こ
と
も
浮
き

て
い
る
が
、
建
設
し
た
施
設
を

共
有
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

乳
牛
の
管
理
・
育
成
方
法
が
人

に
よ
っ
て
異
な
る
酪
農
事
業
に

は
不
向
き
だ
。
加
え
て
規
定
で

は
、
広
大
な
土
地
で
牛
を
放
牧

す
る
「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
方
式
」

で
の
再
建
し
か
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
山
間
部
に
ま
で
津
波
被

害
が
及
ん
だ
南
三
陸
町
に
は
そ

れ
に
見
合
う
土
地
が
な
い
。

 　
「
頼
み
の
綱
」
は
国
の
機
関
だ

が
、
酪
農
事
業
を
担
当
す
る
全

国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（
全
酪
連
）
の
補
助
金
は
乳
牛
の

購
入
費
用
に
し
か
使
え
ず
、
牛

彫
り
に
な
っ
た
。
第
１
部
の
パ

ネ
ラ
ー
の
一
人
、
稲
垣
文
彦
さ
ん

（
社
団
法
人　

中
越
防
災
推
進

機
構　

復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
長
）
も
、
現
在
、
長
期
支

援
の
ス
キ
ー
ム
が
国
や
自
治
体

に
な
い
こ
と
を
指

摘
。
支
援
を
い
か

に
継
続
さ
せ
て
い

く
か
、
個
人
の
主

体
的
選
択
に
よ
る

復
興
を
ど
う
支
え

て
い
く
か
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
と

言
う
。

　

今
後
、
制
度
の

整
備
・
拡
充
を
求

め
て
い
く
と
同
時

に
、
細
分
化
す
る

個
別
ニ
ー
ズ
に
機

動
力
を
持
っ
て
対

ふ
く
し
ま
を
生
き
る 

被
災
者
支
援
の
現
場
か
ら 

︱
︱ 

⑧

応
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し

て
分
野
を
超
え
て
連
携
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め

て
感
じ
る
会
議
と
な
っ
た
。

取
材
・
文
／
遠
藤 

惠

（
ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
）

地
域
・
分
野
を
横
断
し
た
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

南
三
陸
町
・
酪
農
事
業
者
が
語
る
再
建
の
課
題

「
漁
業
以
外
も
支
援
対
象
に
」

舎
の
建
築
を
支
援
す
る
Ｊ
Ａ
で
は

「
借
り
入
れ
」
し
か
出
来
な
い
。

「
自
宅
も
流
さ
れ
た
た
め
、
２
重

ロ
ー
ン
に
な
ら
な
い
よ
う
、
可
能

な
限
り
補
助
金
で
賄
え
た
ら
」

と
阿
部
さ
ん
は
語
る
。

　

南
三
陸
町
統
計
書
に
よ
る
と
、

平
成
19
年
度
の
町
内
総
生
産
は
、

酪
農
を
含
む
農
業
が
７
億
円
に

対
し
水
産
業
が
36
億
円
と
５
倍

に
も
上
っ
て
い
る
。
し
か
し
農

業
の
就
業
人
口
は
２
０
１
０
年

の
段
階
で
８
０
３
人
お
り
、
彼

ら
が
養
う
家
族
の
人
数
も
踏
ま

え
る
と
そ
の
経
済
効
果
は
軽
視

で
き
な
い
。
地
域
の
底
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た

支
援
や
補
助
の
隙
間
を
埋
め
て

い
く
こ
と
が
、
地
域
全
体
と
し

て
の
復
興
し
て
く
た
め
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。

農場再建に苦戦しているという阿部さん

ワークショップ形式で行なわれた第３部。テーマは「つながる」。

宮
城
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●みやこ秋まつり
宮古市の中心市街地で行われる秋まつ
り。威勢のいい掛け声が街なかに響く中、
漁船を使った豪華な飾り付けをした船山
車の運行と市民３０００人による手踊り
パレードが行われる。【日時】９月１５
日（土）、１６日（日）１８：００～【場
所】宮古市末広町、中央通り、あいさつ
通りなどの街路【問い合わせ】みやこ秋
まつり実行委員会℡：０１９３（６４）
４２３０

●第 22 回 定禅寺ストリートジャズフェ
スティバル in 仙台
杜の都・仙台の街角で毎年９月に開催。
今年は、『明日への Heart Beat』がテーマ。

【日程】９月８日（土）、９日（日）。ストリー
ト演奏：１１：００～１８：００、ナイ
トステージ：１８：００～２０：００【場
所】仙台市内中心部（仙台市青葉区 一
番町、国分町、本町、中央、大町ほか）

【問い合わせ】定禅寺ストリートジャズ
フェスティバル 実行委員会℡：０２２

（７２２）７３８２【ＨＰ】http://www.
j-streetjazz.com/

●シンポジウム「共に考える震災遺族支
援―いま私たちに何ができるか―」
現場で活動する人たちからの報告を交え
ながら、今被災地で必要とされている遺
族支援とは何か、参加者のみなさんとと
もに考える。【日時】９月１１日（火）
１３：００～１６：３０【場所】郡山
駅西口ビッグアイ７階　市民交流プラザ
大会議室【申し込み】ＮＰＯ法人ライフ
リ ン ク Ｈ Ｐ：http://www.lifelink.or.jp/
hp/0911_sinsai_2012.html【問い合わせ】
℡：０３（３２６１）４９３４

※イベント情報随時募集しています。掲
載ご希望の方は press@h-u-g.jp まで。

最後の勇姿

バ
ー
グ
は
「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・

ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」
を
撮
影
。

そ
し
て
、
私
は
、
東
北
復
興
新

聞
の
記
事
を
執
筆
・
・
・
並
べ

て
挙
げ
る
の
も
お
こ
が
ま
し
い

ち
っ
ぽ
け
な
私
の
５
か
月
の
使

い
方
だ
け
れ
ど
、
私
の
人
生
に

お
い
て
こ
の
５
か
月
は
、
彼
ら

が
名
作
を
生
み
だ
し
た
の
と
同

じ
く
ら
い
に
価
値
の
あ
る
期
間

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

震
災
を
経
験
し
た
か
ら
な
の

か
、
元
来
の
気
質
か
は
わ
か
ら

な
い
。
し
か
し
、
私
が
こ
の
新

聞
を
通
し
て
出
会
っ
た
方
々
は
、

全
員
、
本
気
で
生
き
て
い
た
。

幸
せ
っ
て
な
に
？
日
本
を
変
え

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？
自

分
の
た
め
、
大
切
な
家
族
の
た

め
、
家
族
の
生
き
る
社
会
の
た

め
、
本
気
で
考
え
て
、
本
気
で

行
動
し
て
い
た
。
私
は
こ
れ
ま
で

「
ま
あ
い
っ
か
」
を
合
言
葉
に
歪

ん
だ
楽
天
主
義
を
掲
げ
て
生
き

て
き
た
の
で
、「
幸
せ
に
な
る
！
」

「
な
ん
と
か
す
る
！
」
と
い
う
強

烈
な
意
志
を
持
っ
て
生
き
て
い

る
人
が
こ
ん
な
に
も
い
る
と
い

う
事
実
は
本
当
に
衝
撃
的
で
、

大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
今
月
か
ら

新
社
会
人
と
な
る
私
の
こ
れ
か

ら
の
目
標
は
﹃
本
気
で
生
き

る
﹄。
そ
う
す
れ
ば
い
つ
か
、
私

に
も
５
か
月
で
名
作
が
生
み
出

せ
る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

私
に
本
気
を
教
え
て
く
れ
た
皆

さ
ま
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。（
Ｊ
）

　

人
は
５
か
月
で
何
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
は
交
響

曲
第
９
番
「
新
世
界
よ

り
」
を
作
曲
。
ス
ピ
ル

東
北
最
大
級
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
誕
生

　

宮
城
県
仙
台
市
に
、
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
な
が
ら
起
業
家
同

士
が
交
流
で
き
る
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
「cocolin

（
コ
コ
リ

ン
）」
が
８
月
22
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
仙
台
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
：
Ｎ
Ａ
Ｖ
ｉ

Ｓ
）
と
一
般
社
団
法
人
Ｍ 

Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
協
力
し
開
設
。
会
員

制
を
と
っ
て
お
り
、
農
業
家
か

ら
会
社
員
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
の
挑
戦
者
た
ち
が
集
う
。

同
ビ
ル
内
に
は
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　
「
会
員
制
に
よ
り
、
継
続
的

な
利
用
を
促
進
し
た
い
。
長
い

時
間
を
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と

で
密
な
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

集
ま
る
者
ど
う
し
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
や
す
い
環

境
を
つ
く
り
た
か
っ
た
」
と
Ｍ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
代
表
の
竹
井
智
宏

さ
ん
は
語
る
。
東
北
を
変
え
た

い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ
る
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
で
前
向

き
な
人
に
会
員
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
。

　

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、

元
気
で
パ
ワ
フ
ル
な
起
業
家
た

ち
が
多
く
い
る
の
に
、
東
北
に

は
集
え
る
場
所
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
と
。「
個
」
が
「
こ

こ
」
で
志
を
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
す
る
、

と
の
思
い
か
ら
「cocolin

」
と

名
付
け
た
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て

は
、
東
北
で
最

大
級
。「
こ
こ

に
集
ま
っ
た
人

た
ち
が
活
躍
し
、

後
輩
を
育
て
て

い
く
こ
と
で
、

cocolin

の

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

枠
を
越
え
て
大

き
く
な
っ
て
い

け
ば
と
思
い
ま

す
」
と
竹
井
さ

ん
は
話
す
。

志
を
持
つ
起
業
家
ど
う
し
が

交
流
す
る
場
所
を

　

今
後
、
施
設
運
営
の
他
に
、

起
業
家
ど
う
し
を
つ
な
げ
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
定
期
的
に
開
催

予
定
し
て
い
る
。
会
員
に
な
る

た
め
の
面
談
予
約
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
。http://cocolin.
jp/index.htm

l

　

三
菱
商
事
が
３
月
に
立
ち
上
げ

た
三
菱
商
事
復
興
支
援
財
団
。
地

元
金
融
機
関
な
ど
と
協
力
し
、
被

災
地
の
事
業
者
を
資
金
面
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
財
団
の
現
地
最
前

線
担
当
と
し
て
気
仙
沼
に
常
駐
し

て
い
る
の
が
、
大
久
保
さ
ん
だ
。

気
仙
沼
を
拠
点
に
、
岩
手
・
宮

城
・
福
島
３
県
を
駆
け
巡
る
。

　
「
被
災
地
の
産
業
復
興
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
」
と
大
久
保
さ
ん
は
言

性
を
中
心
に
採
用
し
、
き
め
細
か

い
接
遇
が
で
き
る
ホ
テ
ル
経
営
を

目
指
し
て
い
る
。「
多
く
の
事
業

者
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
。
課
題
は
多
い
け
れ
ど
、

だ
か
ら
こ
そ
、
現
地
に
身
を
置
き

目
線
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
」。
穏
や
か
な
口
調
な
が
ら
、

そ
の
眼
差
し
は
力
強
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
に
、
励
ま

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
言
う
。
賃

貸
住
宅
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
で
い
る
と
、
仮
設
住
宅
に
住
む

女
性
が
「
い
つ
で
も
泊
ま
り
に
来

て
」
と
連
絡
先
を
く
れ
た
。「
風

土
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
こ

と
よ
り
も
他
人
を
思
い
や
る
温
か

い
気
持
ち
が
身
に
沁
み
て
い
ま
す
」。

自
身
の
進
む
原
動
力
を
そ
う
語
っ

て
く
れ
た
。
大
久
保
さ
ん
は
、
被

災
地
の
人
々
の
た
め
、
次
な
る
出

会
い
へ
今
日
も
奔
走
す
る
。

人びとの温かい心が一番の原動力

う
。
計
画
は
整
っ
て
き
た
が
、「
こ

れ
か
ら
ど
う
実
行
し
よ
う
」
と
い

う
ス
テ
ー
ジ
。
公
的
補
助
が
ベ
ー

ス
を
支
え
る
と
し
て
、
復
興
へ
向

け
民
間
が
で
き
る
支
援
は
少
な
く

な
い
。
例
え
ば
、
女
性
や
シ
ニ
ア

へ
の
新
た
な
雇
用
創
出
。
先
日
、

財
団
の
出
資
第
一
号
案
件
に
、
陸

前
高
田
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ホ
テ
ル
１

０
０
０
の
再
建
事
業
支
援
が
決

ま
っ
た
。
同
ホ
テ
ル
は
、
地
元
女 公益財団法人 三菱商事復興支援財団

大
お お

久
く

保
ぼ

 玲
れ い

子
こ

さん

震災の津波の中、唯一残った岩手県陸前高田市の「奇跡の一本松」。
モニュメントとして保存するため、8月末にも作業が開始する。

無料ドリンクや無線 LAN、プリンタを配備した施設
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